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カルタ､ソプ粒剤の育苗箱施用によるイネドロオイムシ防除効果

江村一雄・小山正一・小嶋昭雄（新潟県農業試験場）

K.EMURA,S・KOYAMAandA・KOJMA:Effectonriceleafbeetleappliedcartap
granuletoriceseedlingcasesbeforetransplanting

最盛期は6月第2半旬であった。発生量は，越冬成虫，
産卵量はやや多く，幼虫鐘は初期はやや多かった。しか
し，6月9～10日に寡湿（日中35～40%,夜間45～60%
R､H､）による生存抑制で減少した。

3結果と考察

（1）圃場効果イネドロオイムシの寄生状況を3回
調査した結果は第1－(1)～(3崖のとおりである。

越冬成虫本田侵入最盛期（処理25日後）には成虫数は
差がなかったが，産卵数はカルタップ粒剤処理区はいず
れも少なかった。この傾向は幼虫孵化最盛期までみとめ

られ，処理35日後でもカルタップ粒剤処理区は各区とも

幼虫数は極めて少なかった。さらに処理42日後ではカル

タップ粒剤処理区は幼虫，蝿ともにみとめられず，加害

イネドロオイムシの省力防除技術として，稚苗栽培の

移植時に苗箱面に粒状殺虫剤を施用する方法が，1973年
102）

頃から東北地方で試験されはじめた。

筆者らは，この処理法について，できるだけ低薬量で

安定した効果をあげるための条件を求めて試験を開始し

た。1974年には，カルタップ粒剤を供試し，イネドロオ

イムシに対する作用性と，イネ体中の殺虫成分の趾的な

動ぎを検討した。カルタップの定愛的挙動については，

試験を継続中であるが，イネドロオイムシに対しては高

い効力を象とめ，作用性についても興味ある知見をえ
た。

本報では，とりあえず生物効果の概要を報告する。

1方法

圃場試験は，刈羽郡刈羽村の埴壌土半湿田で実施し

た。供試薬剤は，カルタップ粒剤4％（市販品）と同粒

剤S6%(供試品）で，処理量は第1表にしめした。処

理時期は5月2日，移植20分前に苗の上から散粒し，茎

葉から土面によく払い落して定植した。定植箱数18箱／

10a9苗令2.6葉，草丈14.5crn,水温18～20｡Cであっ

た｡対照処理はPMP粉剤とし，幼虫発生初期に3kg/
10aを茎葉に散布した。

調査は,圃場では越冬成虫本田侵入最盛期（5月27日，

処理25日後)，幼虫孵化殻盛期（6月6日，処理35日後）
および幼虫最盛期（6月13日，処理42日後）にイネドロ
オイムシ各態別発生愛と薬害を調べた。また，圃場から
処理イネを採集し，実験室で成・幼虫の殺虫力を検定し
た。

このほか，小型容器で育苗したイネ苗にカルタツプ粒
剤を処理し，殺虫力検定とイネ体中のカルタツプ塩酸塩
のガスクロマトグラフ定通により,LC値を求めた。

調査条件の必要事項は，それぞれの成綴表に注記し
た。

第1表イネドロオイムシに対するカルタップ
粒剤育苗箱処理の圃場効果

(1)越冬成虫本田侵入股盛期（処理25日後，5月27日）

凡理巴
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注）11区1“株，3区平均価。

2成虫数，処理間有意整なし。

②幼虫孵化股盛期（処理35日後，6月6日）
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2イネドロオイムシの発生概況

越冬成虫の本田侵入最盛期は5月第6半旬，幼虫孵化 注）1区50株，3区平均値。
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③幼虫最盛期〔処理42日後，6月13日）

北陸病害虫研究会報第23号

においた。

越冬成虫については処理35日後のイネを供試した。成

虫接種5日後の結果は第2表で，カルタップ粒剤処理イ

ネは，いずれも高い苦悶・死虫率をしめした。苦悶虫の

症状は仰転せず，活動がきわめて不活発な特異な状態を

しめし，イネの摂食をほとんどせず，産卵数も少なかっ

た。製剤別ではカルタップ粒剤S6%は苦悶・死虫率が

薬壷と比例的であった。

幼虫については処理32日後のイネを供試した。結果は

第2表のごとくで，薬赴間には差がなく，高い殺虫力が

承られた。

以上の結果は，圃場の調査と同傾向で，処理後32～35

日（幼虫発生期）まで効力が持続することをしめしてい

る。

（3）イネ体中のカルタップ濃度と殺虫反応実験的

に，カルタップを土面に処理じて吸収させたイネをつく

り，イネ体中の薬避と成幼虫への殺虫反応を調べた。方

法は，ポリケース（16×11cm,深さ7cm)に砂土を入

れて育苗し，カルタップ粒剤4％を薬量をかえて苗の上

から処理し，よく土面に払い落してから約1cm覆土し

た。処理3日後に，イネにガラス円筒（直径6.5cm,高

さ17cm)を覆い，越冬成虫または幼虫を接種，ガーゼ

でふたをし20｡C恒温下で殺虫反応を調べた。イネ体中

のカルタップ濃度は，供試虫の接種時（薬剤処理3日

後）に，殺虫検定と同じ方法で薬剤を処理したイネ苗を

ガスクロマトグラフで定量し，カルタップ塩酸塩を定量

した。

越冬成虫については第3－(')表のごとくで，薬量の増

加に伴って苦悶，死虫率が高く，活動は不活発となり摂

食程度は低下し，産卵数は激減した。とくに苦悶，死虫

が承られない0.149ppm程度でも産卵数や交尾虫率の低
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注）11区40株，3区平均値。

・2PMP粉剤(慣行）は6月10日（幼虫艀化股盛期直後）に
茎莱散布。

3食害度は株別の摂食程度を5段階にわけて閥在した指数。

食痕もまれで，対照のPMP粉剤の幼虫孵化最盛期直後

茎葉散布処理（慣行）と同等の結果となった。なお，こ

の試験では，6月13日（処理42日後）調査時の幼虫数に

かなり自然減が翠られる。この時期はまだ幼虫増加時に

相当するので，減少要因は6月9～10日の強い寡湿条件

（前記）による死亡と考えられる。

以上のように，幼虫発生中期の生存抑制によって，薬

剤の効果がでやすい条件下ではあったが，カルタップ粒

剤の効力は高かった。処理薬愚，製剤方法間には差がな

かった。

（2）圃場イネの殺虫力検定圃場での殺虫効力を，
より確実に知るため，試験圃の調査時にイネを抜き取

り，実験室で殺虫力を調べた。方法は根を水洗いして脱

脂綿で包んで給水し，ガラス円筒（直径6.5cm,高さ34
cm)を覆い，越冬成虫または中令幼虫を接種後ガーゼ

でふたをし,湿度90%R､H.程度に保って20｡C恒温下

第2表圃場から採集したイネのイネドロオイム

シに対する殺虫力

第3表イネ体中のカルタップ濃度と

イネドロオイムシの反応

(1)‘越冬成虫（72時間後）
（2区合計値）
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ﾓ食唖歴 注）1 育苗ケース播枇イネにカルタップ粒剤処理し1cm寝土’

72時間後ガラス円筒を田って放虫。

1処理？s各5頭2反頂。

20｡CComt.

摂食狸度は鮪2表と同じ。

カルタツプ淡度の定趾はガスクロマトグラフ法。
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理イネでは殺成虫，産卵抑制作用が発現する。その後孵
化幼虫に対しても殺虫力は持続するが，仮に幼虫発生期
がカルタップの有効期間後になったとしても，産卵が極

端に抑えられているため，幼虫は発生しないことにな
る。この時期より後は越冬成虫が本田侵入後で新しい発
生源はなく，高い防除効果にむすびつくものと思われ
る。

なお，カルタップ粒剤の箱当り処理薬量や製剤法と圃
場での効力の関係は明らかでなかったが,4％粒剤，箱
当り100g施用で有効と染られる。今後有効限界施用量
の検討が必要であろう。

また,筆者らの試験ではカルタップ剤はイネドロオイ
ムシに対して，本田移植後の処理では粉剤の茎葉散布，
粒剤，微粒剤の水面施用ともに効力の低いことが染とめ

3》

られている（小山ら)。これが，今回の粒剤育苗箱施用で

高い効力をしめしたことについては，薬剤の動態と併せ

た作用性の検討が必要と考え，試験を進めている。

(2)中令幼虫（72時間後）

注)11処理20頭2反画

2その他は成虫と同じ。

(2区合叶価〕

下が著しかった。この現象は前述した嗣場イネの殺虫力
検定結果と類似した。72時間後のLC50値は0.432ppmで
あった。

幼虫の結果は第3－(2法で死虫がみられない濃度でも
摂食が減少し，高濃度の場合はほとんど食痕がなかっ
た。72時間後のLC50値は0.016ppmで，越冬成虫より1
オーダ－低かった。

（4）薬害，圃場での生育調査，ガラス室内での実験
的観察のほか，県内14カ所の普及所で実施した実証試験
のいずれも薬害症状は翠られなかった。

（5）カルタップ粒剤の効力判定と要因の検討カル
タップ粒剤を水稲稚苗栽培の移植時に育苗箱面に施用す
る方法は，イネドロオイムシに高い殺虫力をしめした。

圃場での効力持続期間は，35日以上みとめられ,処理後
幼虫最盛期まで有効期間内に含まれた｡イネ体中のカル
タップ濃度と作用点の関係は，殺虫濃度以下の薬盈でも
活動力が大きく低下し，成虫の場合は,産卵抑制や交尾
阻害が著しかった。この状態は圃場試験でも明らかに承
とめられ，カルタップ処理区はいずれも食痕がきわめて
少なく，産卵，幼虫発生ともほとんど染とめられなかっ
た。

以上の作用性を，イネドロオイムシの発生消長と併せ
て検討するとつぎのようである。新潟県平坦部では，イ
ネドロオイムシ越冬成虫の本田侵入期は5月第4半旬頃
はじまり，5月第6半旬頃に最盛となり6月第1半旬頃
終る。この時期は，田植後およそ10～30日後にあたるの
で，上記のカルタップ有効期間内であり，カルタップ処

4要約

（1）カルタップ粒剤の稚苗移植時における育苗箱面処
理は，イネドロオイムシ防除に高い効力があった。

（2）製剤法，処理量による効力差は明らかにできなか
ったが，4％粒剤箱当り100g処理で有効とゑられる。

（3）薬害症状は拳とめられなかった。

(4)、圃場での効力持続期間は35日以上は象とめられ，

処理後幼虫発生最盛期まで有効期間内であった。

（5）イネ体中のカルタップ濃度と作用点の関係は，殺

虫濃度以下でも産卵，摂食抑制効果が著しい。

（6）イネ体中のカルタップ濃度と殺虫力の関係は，越

冬成虫ではLC50=0.432ppm,幼虫（中令）は0.016ppm

であった。
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